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よつ葉生活協同組合 

とちぎ食の安全ネットワーク第 1回学習会（７月 15日 パルティ） 

食料安全保障問題を考える 
講師 東京大学大学院 特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏 

 
今、日本で起こっている米騒動のもとは、①日本の戦後の米国

占領による洗脳政策（スローガン「米を食うとバカになる」や、学

校給食を通じたパン食の普及）、②自動車産業の生贄の農産物（関

税を下げて車を輸出する代わりに外国産農作物の輸入を受け入れ

る）、③食料、農業政策を予算削減の標的とし、減反しすぎたこと

による農家の疲弊、が原因です。 

 国は、農家を支え、国民の食と命を守る農業予算を減らし、代

わりに防衛予算を増額し続けています。農家は、生業としての農

業が成り立たず、本当に苦しい状況におかれ続けています。 

 食料安全保障の考え方は、「危機に備えること」。すなわち国内

の食料生産を維持することが、短期的には輸入農産物より高コス

トでも、不測の事態の際の国民の命を守るコストとして総合的に

低くなります。 

 日本の自給率は 37％前後ですが、化学肥料やタネなど生産資材

は海外からの輸入に大きく頼っており、実質の自給率は非常に低

い。まず、主食のコメの価格が下がり続けています。2020年のコ

ロナ禍では、米の生産量が需要量を下回りました。減反のし過ぎ

による生産量の減、農家の疲弊に加え、猛暑による生産量の低下、

ウクライナ危機による小麦高騰で、生産価格の低いコメに需要が

殺到した需要増加の影響が大きかったのです。猛暑では胴割れ米

や白濁米などの品質低下で 1 等米が減り、結果として販売価格が

下がるので、農家収入が減ってしまうのです。 

 昨年からの米不足は、「流通に問題があったから米不足になっ

た」のではなく、「もともと米が不足していたから流通が混乱した」

と捉えなければなりません。政府は、備蓄米の放出や米国産米（カ

ルローズ米）の輸入で事態の鎮静化を図りましたが、この対応で

「コメ価格が安い」「農家が苦しい」という根本的な問題が解決す

るわけではなく、ましてや持続的に農家が安心して米を作り、他

産業と同じように収入を得られる状況にないことは変わりませ

ん。国が稲作をどう守るのか、というビジョンが見えないのが大

きな問題です。また、日本の飢餓は他人事ではありません。国連

食糧農業機関（ＦＡＯ）のＦＡＯ ＨＵＮＧＥＲ ＭＡＰ(世界飢餓

マップ 2019-2021)で、日本はすでに飢餓国の仲間入りをしていま  

す。 

現在、輸出米の

栽培に 4 万円/10a

の補助金が充てら

れていますが、そ

うではなく国内用

主食米の栽培に補

助金を充てて増産

を促し、米価が 

 

15000円/60kgに 

下落した場合には、 

国が農家に補助を 

行うべきです。 

日本の農村は、 

中山間地域が耕地面積、総農家数、農業生産額とも４割を占めて

います。国は 2024年に全面改正した食料・農業・農村基本法で打

ち出している大規模化、スマート化、輸出拡大の促進は、日本の

農村の実態とかけ離れており、日本の農村コミュニティや国民の

主食供給を維持できるわけではありません。大規模化などを推進

した利益はグローバル企業や関連企業に流れ、大規模農家を支え

たとしても、日本の大半を占める中小農家がもうかるとはいえず、

机上の空論でしかありません。 

 1990年代の貿易自由化で、海外から安い農産物（牛肉、オレン

ジ）を受け入れ、国内の一次産業が大打撃を受けたのは政策の責

任でしたが、リスクのある安さに飛びつかず、安全でおいしい身

近にある地域の農産物を支えるという消費行動が、私たち、子ど

もたちの命を守ることにつながると捉え直さなければなりませ

ん。 

 今後の希望は学校給食です。例にとると分かりやすいのが、戦

後の日本の食生活形成の例です。敗戦国となり、米国主導で米国

の余剰農産物（小麦）を日本で消費させたパン食の普及は、戦後

の学校給食を通して国の政策として推進された歴史があります。 

学校給食には、国の食を変える力があります。子どもや国民を

守るのは、地元の安全安心な農産物を学校給食を通して子どもた

ちに提供すること。千葉県いすみ市、岐阜県山県市、京都府亀岡

市、茨城県常陸大宮市など、自治体独自に学校給食向けの農産物

を買い上げたり補助を出したりして農家を支える仕組みが、全国

的に広がり成功しています。子どもたちを守る政策の強化は、波

及効果が絶大で、社会全体の幸せにつながっています。 

 国民の命の問題は、消費者の問題でもあります。生産者と消費

者が支え合う強い農業は、武器より安い武器＝食料と言えるでし

ょう。命を削る安さに飛びつかないようにしましょう。本当に「安

い」のは、身近にいて地域の暮らしを支え、多様な経営が供給し

てくれる安全安心な食材です。消費者も「飢えるか、植えるか」。

家庭菜園を持って、自分たちの食べる分を作れる量だけでも作る

ことも、大きな力になります。 

 今この時代、日本の農漁家、畜産農家の踏ん張りは希望の光で

す。また消費者にとって、ここを通して購入すれば安全でおいし

い食べ物を買える、という安心感は、価格以上の宝です。今だけ、

金だけ、自分だけ、の対極にある姿です。 

（まとめ 理事 三輪） 
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産直生協だからこそ できること 
 

よつ葉生協は設立当時から農家、生産者、製造業者とつながりな

がらさまざまな事業や活動に取り組んでいます。誰がどのように

作っているか、どんな材料を使っているかなどを確認したうえで、

組合員にも分かりやすいように、「くらら」やよつ葉だよりで工夫

してお伝えしています。農家、生産者も、組合員のために、工夫し

たりこだわったりしています。 

 農家、生産者は組合員の健康を守り、組合員は農家、生産者の生

活を守る。設立からもこれからも変わらないよつ葉生協の考え方

です。手元に届いて食べたら、ぜひ生産者に感想を届けましょう！

届く野菜の袋に入っているカードの裏や注文用紙の下でも構いま

せん。よつ葉から農家、生産者、製造業者の皆さんにお届けします

のでお待ちしています！    

（理事 三輪） 
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ご意見・ご感想をお寄せください。お名前と組合員番号をご記入の上、

共同購入注文書またはお手紙でお願いします。掲載の方には粗品をプレ

ゼントいたします。※掲載するにあたって事前ご連絡をすることはあり

ませんので、ご了承ください。 

東日本大震災･東電原発事故での支援金 募金報告（7月 5 週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの温かいお気持ちが今週も寄せられています  (単位：円) 

放射能から子どもを守る募金 （900番） 5，100 

震災孤児を支援する募金   （910 番） 13，900 

「有機農業と国産種子」募金 （920 番） 5，600 

合  計 24，600 

共同購入注文書裏の「10品以上の記入欄」に該当番号と数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

●編集・発行よつ葉生活協同組合 小山市粟宮 1223 

0120-07-1613 TEL 0285-45-9100  FAX 0285-45-9101 

HP https://yotsubacoop.jp/ 

よつ葉だよりメールアドレス yotsubadayori@yotsuba-coop.jp 
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ご意見、ご要望、何でもどうぞ。 

配達時に提出してください。 

組合員番号 組合員名 

       

 

※寄せられたご意見は、よつ葉のサービス向上のために、よつ葉だよ

り、くらら等に掲載させて頂く事があります。 
 

掲載しても   □良い    □悪い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※寄せられたご意見は、よつ葉生協のサービス向上の為、それ以外に

は、一切使用いたしません。 

 

配送担当者へのメッセージ

カードとしても  

５月９日に栃木県上三川町のいちご農家の稲葉さん

を訪れ、産地見学をしてきました。 

いちごの栽培方法は２種類あり、1つは土に直接植え

て苗を育てる方法で、もう 1 つは病気になりにくくす

るために水はけをよくするため、棚の上でプランター

を使って育てる方法です。それぞれ別々のハウスで 

11月から８月まで育てられています。 

ここで育てられた苗は、９月になると親づるから伸

びた小づるを 14棟のハウスに植えて育てます。そのうち１棟は、有機栽培のハウスです。ハウスは

寒い夜の気温を 26 度から 28 度に保つために、ソーラーパネルで昼間に蓄電したエネルギーを利用

して、地下水をウォーターカーテンとして水の温度を管理していました。 

いちごを食べることができる時期は冬から春ですが、一年を通して育てられていることを知りま

した。                              （宇都宮南委員会 勝又） 

 

いちご農家 
 

稲葉さん産地見学 
 

（栃木県上三川町） 

 

＜よつ葉だより休刊のお知らせ＞ 
 

お盆休みのため 8 月 18 日号のよつ葉 

だよりは、お休みさせていただきます。 

ご理解の程よろしくお願い致します。 

 現在募集中のイベント               

 9 月 20 日（土）よつ葉の広場『話・輪・WA in 群馬』 

      お申込みはこちら  

〆切 8 月 29 日（金） 

 

 めいっぱい夏を楽しむから♪！  

よつ葉生活協同組合 


